
新型コロナウィルス感染症への対応

日本画家の絵本原画制作に焦点をあてた展覧会「絵本にみる日本画」
と、昨年特別展を開催した秋野不矩（１９０８～２００１）の絵本原画制
作を特集する展覧会「秋野不矩の絵本」を、それぞれ田辺市立美術館
と熊野古道なかへち美術館で、今年５月１６日から６月２１日にかけて開
催しました。
当初は、４月１８日から５月２４日までの会期を設定して計画を進めて
いましたが、その最中に国内で新型コロナウィルス感染症の蔓延が危惧
される事態が進行し、全国に緊急事態宣言が発令されるまでに至りまし
た。出品のご了承をいただいていた作品を拝借して展示し、感染症の予
防策についても協議して、開幕の準備を整えていましたが、最終的に当
市の教育機関もすべて休校、休館の措置をとることとなり、展覧会の開
催を断念することも検討せざるを得ませんでした。
しかし幸いにして、休館中に和歌山県内の感染症の流行は免れる見通
しとなり、５月の連休後に開館が可能となる目処が立ったため、内部で
協議を重ね、会期を変更して約１箇月間の開催の可能性を探ることにし
ました。
８月から開催を予定していた展
覧会を中止して、来年度以降に
再計画することを関係者の方々に
相談してご了承をいただき、本展
覧会にご所蔵品をご出品の方々に
は、作品拝借期間の延長と展示
期間の変更をお願いして、ご理解
をいただくことができました。次
回の館蔵品展の会期も変更して、
何とかこの二つの展覧会を、展
示内容に関してはほぼ企画案通り
に開催することが叶いました。

本当に大勢の方々のご支援のおかげで、改めて当館に寄せていただ
いている無数のお気持ちを深く感じるときでした。本展覧会の担当者と
して、先行きの不安を抱えながら、作品を収蔵されている方々と状態を
点検し、梱包して当館に運び込み、展示作業をしてゆく途上で、自分自
身が作品に励まされている感覚があり、このようなときだからこそ、こ
の展覧会を少しでも多くの人に届けたいという気持ちを強くしていまし
たので、たいへん嬉しいことでした。
絵本という芸術は、家に居ながらにしても、それを手元で受けとめるこ

とができます。実際にこの期間に、それを楽しみ、慰めとされた方々も
少なくなかったことと想像します。同時に、絵本のために描かれた絵画に
も、印刷とは違った「絵」としての魅力があふれているものが数多くあり
ます。そうしたことを、みなさんにお伝えして共有する、展覧会という場
をつくる美術館の役割についても省みる機会となりました。まだまだ困
難が克服されたわけではありませんが、これからも美術館の存在が、間
違いなく有意義なものになるように考え、活動してゆきたいと思います。

　（学芸員　三谷　渉）

　当館では、地震や火災、停電といった不測の時の対応については、

要項を作成して職員全員が共有し、訓練も行ってきました。しかし、

今年に入って世界中で大きな問題となった、新型コロナウィルスが引

き起こす感染症が流行するといった事態が生じた際に、どのような方

策をとって美術館の活動を維持するのかは、ほとんど考えられていま

せんでした。

　今年度の活動を始めるにあたって、何より急いで、感染症の流行時

も開館し続けることを前提にした、対策の要項を作成する必要に迫ら

れました。にわかなことでしたが、科学的に明らかになっている、今

回のウィルスとその伝播経路の特性をもとに、「ウィルスの侵入予防」、

「職員の感染予防」、「来館者の感染予防」、「感染予防の啓発」の四項

目を立てて要項を作り、展覧会は計画通りに行う準備を進めました。

　結果的には、全国に緊急事態宣言が発令される状況となり、４月１８

日から予定していた展覧会の開催を約１箇月延期し、この間は臨時休

館することとなりましたが、この期間に要項を繰り返し検討して改訂

を重ね、マスクや消毒液といった必需品の調達を進めることができま

した。５月１６日からの開館後は、要項に沿って感染予防の対策をと

りながら、作品を展示して伝えるという美術館の原則的な活動を継続

することができています。

　今回の対策を講ずる過程で感じたのは、平時からの安全対策が感染

症に対しても基本となり、有効であることでした。すなわち、日頃か

らの来館者の安全確保を意識した行動や、館内の清潔を維持すること

とそのための資材の備蓄などです。今回の感染症による災禍はまだ収

束していませんが、この経験を有意なものとして蓄積し、安全で安心

して芸術に触れることのできる環境の向上につなげたいと思います。

　（学芸員　三谷　渉）

　来年、２０２１（令和３）年に、田辺市立美術館は開館から２５
周年を迎えます。これまでも原則５年に一度、節目となる周年の
前年に約半年間の休館期間をいただいて、施設の良好な状態の維
持や改善のための工事を行ってきましたが、今年も同じように、
来年の記念の年をより良い環境でスタートするための準備を行う
計画です。
　今回の工事の主になるのは、展示室１・２の照明設備の改修で
す。これまで展示ケースの中以外の壁面にあたる照明は、場所に
よって蛍光灯であったり、白熱灯であったりの制約があり、照度
や角度の細かな調整も難しいものでした。これをすべての壁面に
ついてほぼ同じ条件で照明の調整ができるようにして、ＬＥＤ照
明器具を備えます。展示室３・４・５については５年前に同様の

改修を行っていますので、今回の工事によって、すべての展示室
の壁面で照明効果の水準が上がります。来年４月からの展覧会に
ご期待いただければと思います。
　この他にも経年の劣化が現れてきていた、防火・防犯扉の修繕
を行って、人と作品の安全面についても抜かりなく対処する予定
です。目に見える所も、そうでない所も、美術館のスタッフ全員
が常日頃から点検と改良の計画を検討して、施設の保守と向上に
努めています。
　長期間の休館でご不便をおかけいたしますが、どうかご理解を
いただいて、再開後の美術館にまたお越しいただけますよう、
お願いいたします。

（学芸員　三谷　渉）

REPORT　「文人画コレクション展 松・竹・梅・蘭・菊」・「青年期の凌雲」
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「松・竹・梅・蘭・菊」より竹のコーナー

「青年期の凌雲」より10代の頃の作品

　田辺市立美術館では、これまで所蔵する文人画コレクションを題材
に、テーマを設定してさまざまな角度から江戸時代に隆盛した「文人
画」と呼ばれる作品を紹介してきました。昨年度は「文人画にみる心
象風景」と題し、その思想や表現をテーマに精神面についてスポット
をあてた展覧会を開催しました。今回は展示室１・２を会場に、文人
画が持つ独特の思想が背景にありつつも、山水画で描かれた心象風景
の表現とはまた違った、松竹梅や蘭菊などの植物や小動物、虫などを
主題とした花鳥表現をご覧いただく機会としました。同時に、展示室
３・４・５では「凌雲の花鳥画」と題し、和歌山ゆかりの南画家・
渡瀬凌雲（1904～1980）が描いたさまざまな動植物の作品や、渡
米経験で影響を受けた西洋的な表現が見られる作品を紹介しました。

　熊野古道なかへち美術館では、田辺市立美術館で展示している渡瀬
凌雲の青年期の画業にスポットをあて、師に画技を学んだ 10 代後半
に描いた作品から帝国美術院展に入選した 20 代後半から 30 代の作
品などを中心に、若かりし頃の凌雲の活動や交友を紹介する展覧会の
内容としました。

　両館とも昨年度末からの新型コロナウイルス感染症の影響は大き
く、各展覧会で計画していた展示解説会も密を防ぐ観点から開催を断
念せざるを得なかったことが残念でした。展覧会に伴う各イベントな
どはまたの機会をご期待いただきますとともに、文人画や南画に関す
る質問はいつでもお答えいたしますので、お気軽にお尋ねください。

　（主任　辰巳　充）

　ORANGE Vol.２７の付録でご好評をいただいた「文人箋ミニ」の第
二弾です。今回の文人箋には、前回ご紹介した近世の文人画家たちの
精神を受け継いだ近代の画家、日高昌克と渡瀬凌雲の作品からそれぞ
れ２点を使用しています。
　点線に沿って切り離してお使いください。ちょっとした贈り物に添え
たり、書類を送るときのメモにしたり、様々なシーンでお使いいただけ
るのではないかと思っています。

日高昌克の《峻峰秋霽図》については、今号の表紙「作品紹介」を
ご参照ください。《白菜》は後年に度々描いた着彩の静物画の1つ
です。
渡瀬凌雲の《仙境熊野》は那智の滝と熊野灘の風景を中心に蓬莱
仙境のイメージを描いた作品、《清秋風味》は秋の味覚数種類を
描き中国文人の詩を画賛として加えた作品です。

文人箋ミニOR A NGE Vol.33 付録

「絵本にみる日本画」展示風景（田辺市立美術館） 「秋野不矩の絵本」展示風景（熊野古道なかへち美術館） ✂

✂

✂

✂

作 品 紹 介

玄関自動扉から受付カウンターへ至るまでのスペース（風除室）に、感染症対策への
ご協力のお願いを掲出し、消毒マットを設置しました。

受付カウンター脇に、消毒用エタノールを置き、ビニールシートで飛沫感染を防止
する幕を作りました。職員はマスクと手袋を着用して応対します。

田辺市立美術館の休館について


